
令和 5年度                    ＜薬剤師生涯研修の広場＞ 

 仙台市薬剤師会学術研修会開催のご案内 

謹啓 師走の候、先生方には、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、今年もＰＯＰＳ東北と合同の公益社団法人仙台市薬剤師会の令和 5 年

度学術研修会を下記要領にて開催致します。 

ご多忙中と存じますが万障お繰り合わせの上、ご参加賜りますようお願い申

し上げます。 

※）会場は感染対策を実施していますが、入場の際は各自十分な感染対策を 

お願い致します。 

謹白 

記 

 

日  時   令和 6 年 1月 20日（土） 15：15～19:00 

          開場：15:00～ 

 

会  場   フォレスト仙台 1階会議室 

             仙台市青葉区柏木 1-2-45  TEL：022-271-9340 

 

講  演  15:15～19:00     座長 （公社）仙台市薬剤師会理事  

 

『Poly pharmacy対策に取り組まない薬剤師は国から必要とされなくなる 

     ～ うつ・認知症の処方薬を減らす努力を ～ 』 

    ファーマシューティカルケア研究所所長  中原 保裕 先生      

 

※） 中原先生からのメッセージ： 

Poly pharmacy 問題は 2023 年の『骨太の方針』にも取り上げられていて，国家にとって

も解決しなくてはいけない重要な課題となっています。当然のこととして、それはまさに

薬剤師の存在意義を試されていると言っても過言ではないでしょう。特に精神科領域や゙認

知症治療における Poly pharmacy は顕著であります。特に薬剤師として注目すべきものは 

「処方カスケード」と呼ばれている Poly pharmacyです。Poly pharmacy の生じている背景

は単純なものではなく、かつそれらに対する対応も、かなり専門的な視点を持って臨まな

ければいけません。今回は他では絶対聞くことのできない薬剤師としての重要な未来につ

いてわかりやすく、かつ実践的な内容で話しをします。 

 

※）非会員は参加費 1人 2000円のご協力をお願い申し上げます。（学生は無料） 

※）軽食の準備はしておりません。PECSの認定はござません。 

 

 

 



      令和 5年度 仙台市薬剤師会学術研修会申込要領 

 

☆ 出席する場合は 1月 13日（土）までに下記に mail または FAX をください。 

※）講演終了後の「中原先生を囲む会（19：00～21：00，会費 4,500円位）」に 

参加希望の方はお名前の後に「囲む会参加希望」と記載してください。 

☆ 出席の連絡先 ：（公社）仙台市薬剤師会副会長 高橋 將喜（080-2832-9191） 

mail：chuushayaku_rinshou_11@yahoo.co.jp   FAX ： 0223-34-6502 
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参加申し込みメール（FAX）には： 先ず「中原先生の講演会に参加します。」と記載。 

その後に １）お名前（姓・名） ２）勤務先名 ３）仙台市薬剤師会 会員・非会員 

４）ご連絡先電話番号 ５）中原先生囲む会に参加（参加する場合）６）質問を 記載。 

 

（※）参加申し込みメール（FAX）の記載例 

（例１）中原先生の講演会に参加します。 １）高橋將喜 ２）仙南病院 ３）会員 

４）080-2832-9191 ５）囲む会参加 ６）質問は特になし 

（例２）中原先生の講演会に参加します（無職・非会員でかつ囲む会に参加しない場合）。 

１）高橋花子 ２）在宅 ３）非会員 ４）0223-34-65021 ６）質問はなし 

 

（※）以下に中原先生の一般人向けの新著を紹介します。 

中原先生のメッセージ：今度の講演会ともかぶる内容ですので、これを薬剤師が読んで 

患者のために頑張ろうという気持ちが大きくなってくれると嬉しいです。 

 

 

mailto:chuushayaku_rinshou_11@yahoo.co.jp

